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               審   査   の   要   旨 
 
本研究で、著者はファージディスプレイ法を用いて、SjSと RAをターゲットとした探索を行い、細
胞内自己抗原を選別することに成功した。RAに特異的な 3つの新規自己抗原も見出すことができ、RA
診断や病因の解明にも道を開いた。これらの研究成果はファージディスプレイ法を用いて新規自己抗原
を見出した最初の例であり、高く評価できる。ファージディスプレイ法は、効率的に多数の自己抗原を
見出すことが可能なため、バイオマーカーの探索のみならず、いまだ不明な点が多い自己抗体の産生メ
カニズムやひいては自己免疫疾患の病因と病態の解明などの応用研究にも貢献すると期待される。 
平成30年1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
